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◇
実

施
日

；
平

成
２

８
年

５
月

１
４

日
( 土

) ～
１

５
日

( 日
) 

◇
参

加
者

；
 

青
木

宏
充

、
梶

野
照

雄
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
２

名
。

 

 

５５ ５５
月月 月月
１
４
１
４
１
４

１
４
日日 日日
（（ （（
土土 土土
）） ））
晴晴 晴晴
 

行
仙

宿
小

屋
に

忘
れ

物
の

確
認

に
行

く
こ

と
に

な
っ

た
の

で
、

先
に

１
０

Ｌ
の

ポ
リ

タ
ン

ク
と

シ
ン

ク
の

上
に

付
け

る
台

を
持

っ
て

行
仙

宿
小

屋
ま

で
行

く
こ

と
に

し
た

。
 

池
神

社
の

休
憩

所
で

ゆ
っ

く
り

昼
食

を
摂

り
Ｒ

4
2
5
へ

向
か

う
。

 

小
屋

到
着

後
、
隅

々
ま

で
確

認
し

た
が

、
落

ち
て

い
る

の
は

ゴ
ミ

ば
か

り
。

毛
布

を
下

ろ
し

て
、

た
た

み
直

し
な

が
ら

確
認

す
る

が
何

も
見

つ
か

ら
な

か
っ

た
。

 

１
０

Ｌ
の

ポ
リ

タ
ン

は
登

山
口

水
場

で
満

水
に

し
て

Ｍ
機

で
上

げ
た

。
先

週
上

げ
た

ポ
リ

タ
ン

２
個

よ
り

も
ず

っ
と

楽
だ

っ
た

。
水

は
入

れ
や

す
い

よ
う

に
玄

関
脇

に
移

し
た

。
 

 
 

 
 

 

登
山

口
で

 
 

 
 

 
 

 
Ｍ

機
で

楽
チ

ン
 

 
 

 
 

 
毛

布
た

た
み

直
し
 

 １
４

時
に

小
屋

を
後

に
す

る
。

１
５

時
過

ぎ
に

池
原

到
着

、
ま

だ
早

い
の

で
久

し
ぶ

り
に

「
き

な
り

の
湯

」
に

入
る

。
Ｊ

Ａ
Ｆ

の
割

引
を

使
う

と
、

五

月
限

定
で

タ
オ

ル
が

一
枚

も
ら

え
た

。
 

１
６

時
に

池
郷

林
道

へ
向

か
う

。
林

道
に

入
る

と
、

舗
装

路
に

落
石

が
多

い
、

石
ヤ

塔
の

少
し

手
前

で
パ

ン
ク

し
て

し
ま

っ
た

。
す

ぐ
に

ス
ペ

ア
に

交

換
、

約
１

０
分

の
ロ

ス
。

 

ゲ
ー

ト
を

過
ぎ

て
少

し
走

る
と

大
き

な
倒

木
が

道
を

ほ
ぼ

半
分

塞
い

で
い

た
。

枝
先

に
は

新
し

い
切

断
跡

が
あ

り
、

先
行

さ
れ

た
沖

﨑
さ

ん
が

処
理

し

て
く

れ
た

事
を

後
日

知
る

。
 

１
７

時
前

に
持

経
宿

到
着

。
遅

い
と

思
っ

て
い

た
青

木
さ

ん
は

す
で

に
到

着
し

て
い

た
。

小
屋

に
は

人
が

い
っ

ぱ
い

居
た

、
昨

夜
の

終
電

で
吉

野
に

着

き
、

そ
の

ま
ま

走
っ

て
き

た
ト

レ
ラ

ン
が

２
名

、
３

日
目

の
逆

峯
者

１
名

と

中
八

人
山

を
目

指
す

４
名

だ
っ

た
。

 

ト
レ

ラ
ン

の
２

名
は

仮
眠

し
て

い
る

の
で

、
不

動
堂

で
青

木
さ

ん
の

用
意

し
て

く
れ

た
焼

肉
で

夕
食

を
始

め
る

。
 

１
９

時
過

ぎ
に

ト
レ

ラ
ン

の
２

人
に

声
を

か
け

て
出

発
準

備
、

２
０

時
前

に
皆

に
見

送
ら

れ
て

闇
夜

へ
と

出
発

し
た

。
 

 
 

 
 

 

水
を

玄
関

脇
に

移
動

 
 

 
 

 
林

道
の

倒
木

 
 

 
 

 
 

ト
レ

ラ
ン

の
２

人
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ト
レ

ラ
ン

２
名

出
発

 
 

 
ト

ッ
プ

ラ
ン

ナ
ー

到
着

 
 

 
ユ

ニ
ー

ク
な

草
鞋

で
 

 ２
２

時
過

ぎ
ま

で
お

堂
で

過
ご

し
、

２
３

時
小

屋
に
戻

っ
て

眠
り

に
つ

い

た
。

小
屋
内
気
温

１
２
．

７
℃

で
毛

布
一

枚
で

は
少

し
寒

か
っ

た
。

 

 

５５ ５５
月月 月月
１
５
１
５
１
５

１
５
日日 日日
（（ （（
日日 日日
）） ））
曇曇 曇曇
り
の
ち

り
の
ち

り
の
ち

り
の
ち
晴晴 晴晴
れれ れれ

 

午
前

４
時

、
照
明

の
明

る
さ

と
物
音

で
目

が
覚

め
る

。
我

々
を
除

い
た

５

名
が
朝

食
の

準
備

を
始

め
て

い
た

。
５

時
に

１
名

は
南

下
、

４
名

が
北

上
し

小
屋
内

は
静

か
に

な
っ

た
。

ス
ト

ー
ブ

に
火

を
入

れ
、

６
時

か
ら
朝

食
に

す

る
。

１
時
間

も
す

る
と
室
温

は
１

８
度

ま
で

上
が

り
ゆ

っ
く

り
過

ご
せ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 

午
前

７
時

５
分

に
最
初

の
ラ

ン
ナ

ー
が

到
着

、
小

屋
内

に
招

き
入

れ
て

少

し
お
話

し
す

る
。

さ
す

が
に

ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ

ー
、
余
裕

が
感
じ

ら
れ

る
。

 

青
木

さ
ん

は
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ

ー
を

見
送

っ
て

か
ら

、
笠
捨

山
捲

き
道

の
岩

場
補
修

の
た

め
行

仙
宿

へ
と

向
か

っ
た

。
 

一
人

に
な

り
掃
除

し
よ

う
と
掃
除

機
を

出
し

て
い

る
と
次

の
ラ

ン
ナ

ー
が

到
着

。
以

後
間
隔

を
あ

け
て
次

々
に

到
着

し
た

。
一

名
は
止

ま
る

こ
と

な
く

通
過

、
一

名
は
わ

ら
じ
履

き
で
風
呂
敷

の
荷

物
と

い
う
ユ
ニ

ー
ク

な
ス

タ
イ

ル
で

、
自

分
で
作

っ
た
草
鞋

を
１

１
足

持
っ

て
き

た
そ

う
だ

。
 

５
月

１
日

に
深

仙
宿

小
屋

で
、

５
月

８
日

に
笠
捨

山
捲

き
道

で
お
会

い
し

た
男
性

は
、
朝

か
ら
体
調

が
よ

く
な

い
と

遅
れ

て
い

る
よ

う
で

、
時
間
内

の

完
走

は
無

理
だ

ろ
う

と
話

さ
れ

た
。

 

最
終

ラ
ン
ナ

ー
が

９
時

過
ぎ

に
通

過
し

た
後

、
室
内

を
掃
除

し
て

、
残

っ

た
コ

ー
ラ

と
ポ
カ

リ
の

半
分

を
物
置

に
入

れ
行

仙
宿

に
向

か
っ

た
。

 

 
 

 
 

 

飲
料

を
物

置
に

 
 

 
 

残
り

の
飲

料
を

行
仙

宿
小

屋
に

 
 

シ
ン

ク
上

の
台

製
作
 

 登
山

口
に

到
着

後
、

Ｍ
機

を
下

ろ
そ

う
と

上
り

は
じ

め
る

と
、

オ
ー
イ

と

声
が

す
る

、
川
島

さ
ん

だ
っ

た
。
車

に
気
づ

い
て

Ｍ
機

を
降

ろ
し

て
く

れ
た

。
 

生
熊

さ
ん
運
転

で
降

り
て

き
た

Ｍ
機

に
荷

物
を
積

み
、
駐

機
場

ま
で

上
が

る
。
駐

機
場
工

事
現

場
で
飲
料

を
８
本
降

ろ
し

て
軽

く
な

っ
た
荷

物
を
再
び

荷
台

に
積

み
、

行
仙

宿
小

屋
に

向
か

う
。

 

小
屋

に
到

着
後

、
お

湯
を
沸

か
し

て
い

る
間

に
シ

ン
ク

の
上

に
付

け
る

台

を
作

り
始

め
る

。
お

湯
が
沸

い
た

時
点

で
昼

食
と

す
る

。
ほ

ぼ
食
べ

終
え

た

こ
ろ

に
青

木
さ

ん
が

小
屋

に
戻

っ
て

き
た

。
 

青
木

さ
ん

も
食

事
し

な
が

ら
、
岩

場
の
補
修
状
況

を
聞

き
、

し
ば

ら
く

休

憩
。

そ
の

後
台

を
仕

上
げ

て
ポ

リ
タ

ン
を
乗
せ

て
み

る
。
簡
易

水
道

の
蛇

口

が
完

成
し

た
。
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シ
ン

ク
上

に
ポ

リ
タ

ン
ク

 
 

点
検

し
な

が
ら

下
る

 
 

 
 

 
駐

機
場

で
 

荷
揚

げ
し

た
飲
料

を
管

理
棟

に
移

し
、
工
具

を
片

付
け

て
小

屋
を
離

れ
る

。
 

補
給

路
の
点
検

も
か
ね

て
駐

機
場

ま
で
歩

い
た

。
 

 

青
木

さ
ん

は
捲

き
道

の
岩

場
を
コ

ン
ク

リ
ー

ト
で
補
修

、
鉄

塔
横

に
ベ

ン

チ
を
設
置

し
た

。
 

 
 

 
 

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
補

修
 

 
 

 
鉄

塔
横

に
ベ

ン
チ

 
 

シ
ャ

ク
ナ

ゲ
が

咲
い

て
い

た
 

 

行
動
行
動
行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

５
月

１
４

日
( 土

)  
 

1
3
:2

0
補
給

路
登

山
口
→

1
4
:0

6
行

仙
宿

小
屋

1
4
:3

0
→

1
5
:2

5
き

な
り

の
湯

1
6
:0

0
→

1
7
:0

8
持

経
宿

。
 

 

５
月

１
５

日
( 日

)  
 

持
経

宿
0
9
:3

0
→

1
0
:5

0
補
給

路
登

山
口
→

1
1
:5

8
行

仙
宿

小
屋

1
3
:3

0
→

1
3
:5

5
駐

機
場
→

1
5
:3

0
補
給

路
登

山
口

。
 

( 記
 

梶
野

) 

  


